
 
≪参考１≫カーボンリサイクルプロジェクトについて 

１ プロジェクトの概要 

＜プロジェクトのイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）背景 

   愛知県の温室効果ガス総排出量は、約7,000万 t/年であり、産業集積地であるとい

う地域特性から、産業部門がこのうち約 50％を占めており、その削減が課題である。 

   ＣＯ2をコンクリート原料として利用することで、ＣＯ2を長期間固定できるととも

に、コンクリート原料のセメントは製造工程において大量のＣＯ2 を排出することか

ら、セメントを使用しないコンクリートの社会実装がＣＯ2の削減に有効である。 

（２）内容 

   東邦ガス株式会社の都市ガスを利用している工場等から排出されるＣＯ2を回収し、

株式会社アイシンの技術であるアミノ酸水溶液を用いて、廃棄物・副産物中から抽出

されるカルシウム成分（ＣａＯ）とＣＯ2を反応させ、炭酸カルシウム（ＣａＣＯ3）を

製造する。 

   大成建設株式会社のセメントを使用しないコンクリートの製造技術により、ＣＯ2を

炭酸カルシウムとしてコンクリートに利用し、固定化することで、地域内におけるカ

ーボンリサイクルサプライチェーンを構築する。 

（３）提案企業の主な役割 

役割 会社名 

全体アレンジ、顧客接点を活用したＣＯ2及び廃棄物・副産物の回収・配送 東邦ガス株式会社 

ＣＯ2とＣａＯを反応させて、ＣａＣＯ3の製造・出荷 株式会社アイシン 

ＣａＣＯ3を原料に利用し、ＣＯ2をコンクリートに固定化 大成建設株式会社 

 

 

 



 
２ 「あいちカーボンリサイクルビジョン」（2025年 3月28日策定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 支援の概要（2025年度） 

カーボンリサイクルプロジェクト推進費（予算：33,356千円） 

（１）「あいちカーボンリサイクル推進協議会」の運営支援等 

推進協議会を年２回程度開催するとともに、カーボンリサイクルコンクリートの実

証導入や基準化について検討するため、有識者や自治体等からなるワーキンググルー

プを推進協議会の下に設置する。 
（２）Ｃａ含有廃棄物等・ＣＯ2排出企業等の募集、新規開拓 

   2024 年度に調査・検討した、Ｃａ含有廃棄物等収集・ＣＯ2 回収に係るリサイクル

スキームや排出条件（性状・量など）等を踏まえ、本プロジェクトに資するＣａ含有

廃棄物等・ＣＯ2排出企業、コンクリート製造・利用企業等の募集・マッチングを行う。 

また、Ｃａ源の確保に向けたポテンシャル調査の実施等により、Ｃａ含有廃棄物等

排出企業の新規開拓を行うとともに、個別具体の事例に応じたＣＯ2分離・回収設備を

提示できるように詳細に調査し、ＣＯ2排出企業の新規開拓を行う。 

（３）具体的なＣａ含有廃棄物等･ＣＯ2排出企業やコンクリート製造企業に基づくＦＳ調査 

推進協議会の構成員や（２）で新たに参画した企業等により、具体的なＣａ含有廃

棄物等・ＣＯ2排出企業、コンクリート製造企業等をモデルとした、回収・製造・流通

に係るリサイクルスキームを構築し、コスト・ＣＯ2削減量の算出、関係法令対応等に

係るＦＳ調査（実現可能性調査）を実施する。 
 
 



 
（４）コンクリート等製造プラントに係る事業化検討調査 

   コンクリート製造プラント及び炭酸カルシウム製造プラントを新設、大規模に実証

していく場合等を想定し、プラントの適地選定やコスト試算を実施する。 
（５）カーボンリサイクルコンクリートの採用に向けた基準化検討、試験製造 

   カーボンリサイクルコンクリートが各種工事等で採用されるようにするため、国や

海外事例、業界団体の状況等を調査するとともに、強度・耐久性・使用ルール等の基

準化に係る検討等を行う。また、推進協議会の構成員の協力等を得て、カーボンリサ

イクルコンクリートを試験的に製造し、その性能等の試験を実施する。 

（６）ＣＯ2削減効果の帰属に関する検討調査 

   カーボンリサイクルコンクリートによるＣＯ2削減効果を、各ステークホルダー（Ｃ

Ｏ2排出企業、コンクリート製造者、コンクリート利用者等）にどのように帰属させる

のが妥当か、国や海外事例、基準化機関などの状況を調査し、ルール化に向けた検討

を行う。 
 


